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（公財）東京市町村自治調査会　協賛事業

　愛らんどリーグ２０１６が、平成２８年７月２７日（水）から３０日（土）までの延べ４日間、東京都大島
町で開催されました。都内島しょ地域の全９町村１１島１２チームの子どもたちが、「サッカー大会」や
「島じまん発表会」に参加し、交流を深めました。

　愛らんどリーグは、伊豆諸島・小笠原諸島の少年
少女たちが、サッカー大会等を通して相互の交流を
深める事を目的に、平成６年度から毎年開催されて
います。23回目となる今年度は、大島町で開催され
ました。
　初日は、大島町開発総合センターにおいて、「島
じまん発表会」と翌日からの「サッカー大会」の予選
リーグの組み合わせ抽選会が行われました。「島じ
まん発表会」では、各島の子どもたちによる伝統芸
能やユニークな歌や踊りの披露等を行い、島の魅力
や特徴を紹介していました。
　決められた時間の中で、子どもたちが各自創意工夫して競い合い、会場が一体となって盛り上がる場面や、歓声や笑いが巻
き起こる場面が何度もありました。審査の結果、青ヶ島村のスール青小ＳＣが島じまん発表会の最優秀賞を獲得しました。

　２日目からは、いよいよサッカー大会です。開会式での大島マリン
ズFC選手による、はつらつとした選手宣誓のあと、予選リーグが始
まりました。
　時折強い日差しが照りつける中、大自然に囲まれたグラウンドで、
子どもたちは最後まであきらめず、一生懸命にボールを追って走り
回っていました。そんなプレーに、各チームの保護者やコーチのみな
らず、来賓の町村長など、多くの観客から大きな声援が送られ、試合
終了後には、保護者やコーチたちが、子どもたちをねぎらう姿が見ら
れました。

　３日目は、決勝トーナメントが行われました。白熱した試合の結果、神津ＦＣが見事優勝しました。大島マリンズＦＣソレ
イユが準優勝し、父島キッカーズが第３位に入賞しました。また、個人賞として、得点王、ベストゴールキーパー賞、ベストレ
ディース賞、ＭＶＰ賞が贈られました。
　この大会が、島同士の交流を促進するとともに、家族や地域とのつながりを再確認できる機会であることを実感しまし
た。

優勝おめでとう! 神津FC!!

▲島じまん発表会の様子

愛らんどリーグ２０16が開催されました

府中市2 府中環境まつり２０１６

檜原村3 地球温暖化防止普及啓発事業

青梅市1 『おうめ水辺の楽
がっこう
校』親水事業

かれんオール東京６２市区町村共同事業

みどり東京・温暖化防止プロジェクト

　本プロジェクトでは、自然環境保護及び地球温暖化防止についての普及・啓発
を目的とする市区町村の自主事業に対する助成を行っています。本プロジェクトの
助成金を活用して多摩・島しょ地域の自治体で実施されている事業を紹介します。

市町村助成事業紹介
かれんとシーナは、みど
り東京・温暖化防止プロ
ジェクトのイメージキャ
ラクターです。

シーナ

　府中市では、６月４日（土）府中公園にて、市民が地球温暖化防止、自然保
護、ごみ減量や３Ｒ推進など、環境について楽しみながら学び、考えることができ
るイベントとして「府中環境まつり２０１６」を開催しました。
　会場では、市民団体、事業者、学校、行政などによる環境活動紹介や身近な
自然について遊びながら学べる工作体験のほか、フリーマーケット、ステージイ
ベントなど様々な催しを行い、延べ１万９千人の方にご参加いただきました。
　昨年に引き続き模擬店の食品販売でリユース食器を使用し、ごみの発生抑
制を呼び掛けました。

【問合せ先】 府中市環境政策課　TEL：042-335-4472

府中市Tama

　檜原村では、地球温暖化防止普及啓発のために、毎年８月に行われる「払沢
の滝ふるさと夏まつり」において「環境ブース」を設置しています。
　平成27年度は、灯油や重油などの化石燃料に替えて木質燃料を使用するこ
とで、檜原村の豊かな自然を活かし、ＣＯ２排出抑制につながる取組である「木
質バイオマス事業」についての紹介を行いました。
　村の木質バイオマス事業の柱である薪をより多くの方に利用していただくこと
を目的として、「薪ストーブ」をテーマに啓発を行いました。当日は、薪ストーブ・自
動薪割り機の展示を行い、ノベルティとして薪ストーブやバーベキューに利用で
きる着火材を配布して、薪の利用方法をより身近に体感していただくことができ
ました。

【問合せ先】 檜原村産業環境課　TEL：042-598-1011

檜原村

Tama

　青梅市では、市内を流れる多摩川と霞川で、小中学生を対象に親水事業を実施しています。
　市内で親水活動に取り組む４団体と市が協働し、稚鮎の放流、魚をつ
かみ取りして焼いて食べる、水辺の生き物調査、魚釣り、炭焼き、ライフジャ
ケット浮力体験（川に飛び込んだり泳いだりする）、いかだ遊び、虫捕りな
ど、年間約１０事業を行います。特に川での安全教育を重視しています。
　子どもたちが豊かな自然の中、川遊びを通じて、自然と環境の大切さを
体感し、豊かな人間性が育まれることを期待しています。

【問合せ先】 青梅市環境政策課　TEL：0428-22-1111

青梅市

Tama

▲サッカー大会の様子


